
第9回先進医療専門家会議議事次第  

日時：平成柑年4月6日（木）15時00分～   

会場：厚生労働省17階専用第18会議室  

議 題  

1．先進医療の科学的評価（2月受付分）について  

2．先進医療の届出状況（3月受付分）について  

3．その他   







別紙  

先進医療の名称  強度変調放射線治療  

適応症  

固形悪性腫瘍  

（先進性）  

専用の放射線治療計画装置による最適化計算を行い、病巣だけに放射線を集中し   

て照射させることにより、従来の放射線治療と比較し、周囲の正常な組織への照射を最   

′」＼限に抑えることが可能となり、患者の身体的負担を軽減することができる。さらに、腫   

瘍線量を上げることで、腫瘍の制御が可能性となる。   

（概要）  

放射線治療は、4門以上の照射、運動照射又は病体照射などで、深部悪性腫瘍に   

高線量を投与できるようになり、根治性が向上した。しかし、中等度以上の体積の悪性   

腫瘍や、重要臓器を悪性腫瘍が取り囲み凹型の分布が必要な場合には、線量を増加  
できないでいた。  

本治療法では、直線加速器（リニアック装置）による高エネルギー放射線を用い、最   

適化計算を利用して正常臓器と悪性腫瘍病変が複雑に隣接する場合でも悪性腫瘍の   

みに高い放射線量を与えることが期待できる。基本的には、100門以上の複雑な形状の   

照射野を複数の方向から照射し、中等度以上の体積の悪性腫瘍や、重要臓器を避け   

るために凹型の分布が必要な標的に治癒線量の照射を行う。病巣は定位放射線治療   

に沿って定位され、専用の放射線治療計画装置により最適化計算され1～2週間程度   

の検証作業のあと、高速多段絞り内蔵の直線加速器で照射される。   

（効果）  

周囲の正常な組織への照射を抑え、治療後の副作用が減少する。腫瘍の局所制御  

率の向上と、生存率の向上が期待できる。   

（先進医療に係る費用）   

先進医療に係る費用（自己負担）72万3千円（一連）   

特定療養費（保険給付分）   37万3千円（通院30日間）  
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